
富士市のごみ問題の
現状と

今後の対応について

富士市のごみを考える会





私たちは、毎日、
どんなごみをどの位

出しているか



１人１日当りのごみ総排出量［ｇ］
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3R取組最優秀都市（令和3年度）
人口10万～50万

掛川市（11.5万人）：623g

人口50万以上

八王子市（56.1万人）：748g

富士市（人口24.8万人）：755g

平成27年度以降、目標値は設定されていない
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私が１日に出してる“ごみ”

755
（ｇ/日）

68,439ｔ
（令和4年度）



ごみの構成成分の変遷
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プラ製容器包装分別回収開始に伴う
地域説明会実施によるごみ減量化意識高揚効果？



資源物の構成成分の変遷
（行政回収のみ）
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びん類 缶・金属 古紙類 剪定枝 ペットボトル 容器プラ 廃食用油

容器包装プラの回収開始

古紙類が減少したのは、回収形態が行政回収から、
集団回収、拠点回収へと変化しただけ。
古紙類そのものが減少したわけでは決してない。

協働型古紙回収制度開始による増加？



１人１日あたりの焼却量［ｇ］
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  650－628

＝ 22g

家庭系
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24%

下水・し尿汚泥
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新設焼却炉能力：250 t/日
排出量：640g/日、実稼働: 280日/年

H22年度
目標値引上げ



１人１日あたりの焼却量［ｇ］

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

目標値 873 862 802 770 727 705 682 730 710 680 660 640 665 655 650 645 640 636 632 628

実績値（全体） 895 884 865 814 820 811 703 707 718 717 713 688 668 666 664 659 668 657 648 650

実績値（家庭系のみ） 643 630 623 588 588 578 481 483 496 491 488 483 471 466 465 466 472 497 486 485
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燃やすごみの内容調査

富士常葉大学杉山セミよりご提供
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燃やすごみの内容調査

富士市よりご提供
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分別不適ごみの構成物

富士常葉大学杉山セミよりご提供
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分別不適ごみの構成物

富士市よりご提供
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“ごみ処理”って何か ?!
• 排出者（住民）が不用となったもの

    ⇒捨てる時、できるだけ手間をかけたくない

• 処理する側（行政）
    ⇒できるだけ少なくて、
        処理しやすく別けて出してほしい

行政側から住民への強い指導が必須
(ほっといたら住民は手抜きに走る !!）

資源化率を向上させる為には、ごみを減らし、



皆さんにお願いしたいこと
• 生ごみ減量・資源化（80%は水分）

– 生ごみを作らない家庭生活の実践

– 生ごみ自家処理（家庭用生ごみ処理機器、ボカ
シ）

– 生ごみの一絞り運動

• 紙ごみ資源化

– その他の紙の分別回収・資源化

• 容器包装ごみ減量・資源化

– ペットボトル、白色トレイのステーション回収・
資源化

– マイバック持参運動

– プラ製容器包装類の回収・資源化



本件に関するご質問・ご意見等ありましたら、
下記までご一報ください。

お話、難しかったですか？

NPO法人富士市のごみを考える会
   TEL：0545-61-3834

E-mail：tokita-y@cy.tnc.ne.jp





燃やすごみの内容調査（1）

富士常葉大学杉山セミよりご提供



燃やすごみの内容調査（2）

富士常葉大学杉山セミよりご提供
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富士市のごみ処理状況総括

• 総排出量＆焼却量：全国レベルで “中”

– 市民の意欲（行政の姿勢、出前講座、有料化）

• 資源化率：全国レベルで “下”

– 行政の施策（新たな資源化施策の提案・実施）

– 市民への指導力（新たな分別への協力要請）



ごみを減らすために、
富士市は何をしてきたか



「フジスマートプラン21 富士市民行動計画」 パンフレットより

860（858）
23.0（17.6）

640（684）

※修正目標値（単純推計値）

いろいろやってきた ⇒ でも、目標値は達成できない
    ⇒ じゃあ、目標値を下げよう !!!



富士市のごみ処理施策の経緯（1）

平成11年 ・ペットボトル拠点回収開始（市内54店舗）

平成12年

・剪定枝資源化モデル事業開始

・ごみ処理基本計画策定検討委員会設置

・環境クリーンセンター更新検討委員会設置

平成13年 ・生ごみ処理機購入補助金制度導入

平成15年
・廃棄物等減量化推進審議会設置（継続中）

・ごみマイスター育成開始

平成16年 ・地域生ごみ処理モデル事業開始



富士市のごみ処理施策の経緯（2）

平成18年

・その他の紙、
    ペットボトルのステーション回収開始

・白色トレイの拠点回収開始（18店舗）

平成20年

・田子浦地区において、
    プラスチック製容器包装類の分別回収開始

・廃食用油拠点回収開始（10箇所）

平成21年

・プラスチック製容器包装類の
    ステーション回収、市内全域開始

・ごみの指定袋制導入

・レジ袋の無料配布中止（9事業者31店舗）



富士市のごみ処理施策の経緯（3）

平成22年

・家庭用手動式生ごみ処理機器
    購入補助金制度開始
  （ダンボールコンポスト“だっくす食んたくん”）

・学校における廃食用油試行回収開始
  （富士南小学校）



ごみを減らすために、
富士市は何をしようと

しているのか



最近の排出抑制・資源化施策
• 生ごみ減量・資源化の推進

– 生ごみ資源化講座
– 生ごみ自家処理（家庭用生ごみ処理機器、ボカ
シ）

– 生ごみの一絞り運動
– 廃食用油のＢＤＦ化

• 紙ごみ 分別の徹底
– その他の紙の分別回収・資源化

• 容器包装ごみ減量・分別の徹底
– ペットボトル、白色トレイのステーション回収・
資源化

– レジ袋の有料化－マイバック持参運動
– プラ製容器包装類の回収・資源化

• 指定ごみ袋制の導入
• ごみの有料化





支出合計：282,260
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